
テーマ 「てんどう活性化プロジェクト～観光誘客交流人口の拡大について

（将棋駒、いで湯、フルーツの１つ以上を用いて提言）」 

天童市での事前調査（８月２日～３日） 

プログラム開始・市内視察（事前調査）（８月２日） 

初めての天童訪問は１泊２日での事前調査です。JR線内の停電の影響で、 1時間遅れで天童駅に到着した初

日、マイクロバスに乗りこみ、市内視察に出発。将棋資料館を見学した後、旧東村山郡役所資料館にある宮城

浩蔵先生の胸像を前に記念撮影。つづいて舞鶴山関係施設を見学してから、市役所に山本信治市長を訪問しま

した。市長からの歓迎のあいさつと激励を受けた参加者は、行政職員とこれまで調べた天童市のことやそれぞ

れのチームの提言方針などについて意見交換し、天童市の現状の把握、本調査時の取材先などの調整をしまし

た。 

２日目は、夕方の出発まで、市内視察をしました。市内の天童ワイン、出羽桜酒造、中心商店街、温泉街、

東北地方最大の日帰り温泉施設「最上川温泉ゆぴあ」や道の駅、縁結びで有名な若松寺などを視察し、天童市

の観光資源を実際に体験するとともに課題等について学びました。 

    

天童駅に到着            宮城浩蔵先生の胸像とともに       人間将棋の会場となる舞鶴山視察 

   

山本市長を訪問         天童市職員のみなさんと意見交換         道の駅てんどうで調査 

    

「ゆぴあ」調査           縁結びで有名な若松寺訪問           山寺・奥の院 

 

天童市での現地調査（８月２６日～２９日） 

熟議①（課題や問題点のしぼりこみ）（８月２６日） 

３泊４日で再び天童訪問です。一般参加者を交えて「熟議」を行ないました。 



    

現地調査・取材及びグループワーク（８月２７日・２８日） 

学生はチームごとにヒアリングや調査を精力的に行いました。宿舎に戻ってからは、会議室を貸切り、連日

深夜までグループワークに取り組みました。 

   

   

熟議② ～政策提言のブラッシュアップ～（８月２８日） 

２回目の「熟議」では、学生たちが考案した政策提言の内容を高めていく作業を行いました。熟議終了後は、

宿舎で深夜、果てには早朝まで中間報告会の準備に励みました。 

   

中間報告会（８月２９日） 

約５０名の方のご出席のもと各グループ１５分の発表を行い、鈴木副市長から講評をいただくとともに、そ

れぞれの班に対してたくさんの助言をいただきました。参加者一人ひとりから、受入れの感謝の気持ちと最終

報告に向けた熱い決意が語られました。 

   

    

山本信治市長をはじめ天童市職員のみなさん、熟議に参加くださったみなさん、取材に快く

応じてくださったみなさん、熱いご支援ご協力いただき、誠にありがとうございました！ 






